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　須賀学園は、昨年11月3日で創立121周年の記念日を迎えました。今後、ますます本学園
の教育実践が充実し、その取組が広く内外に示されることを願っています。
　思えば、本学園は、明治33年（1900年）に須賀栄子先生によって創立されました。栄子先
生は、女子に最も喫緊な技芸を教授され、その時代と境遇に順応すべき実践的婦人の養
成を本学教育の趣旨となし、共和裁縫教習所から明治34年共和裁縫女學校、大正13年
宇都宮須賀女學校、昭和7年宇都宮女子高等職業學校と校名を改め、学校を発展させて
ゆかれました。その後を第2代校長の須賀友正先生が受け継がれ、昭和21年須賀高等女
學校、同23年学制改革により宇都宮須賀高等学校と校名変更をし、さらに同42年宇都
宮短期大学（音楽科）を新設し、現在の宇都宮短期大学附属高等学校となりました。
　その友正先生の後を引き継がれたのが、第3代校長の須賀淳先生（須賀学園学園長）
です。先生は、昭和58年宇都宮短期大学附属中学校（中・高6か年一貫教育）を併設され、
宇都宮共和大学の開学、宇都宮短期大学の学科増設、須賀学園教育会館および第2グラン
ドの新設と、学園を大きく発展されました。
　そして、現在、平成27年4月に第4代校長に就任なさった須賀英之先生のもと、第3体育
館と硬式野球場、さらに、平成31年4月には宇都宮短期大学に食物栄養学科が新設され
ました。
　本校の生活目標である「一人は一校を代表する」という言葉（本誌の巻頭を参照）の意
味は、本校生徒の一人一人が、それぞれに自らの価値を知り、その価値を自覚して生活するこ
とこそ人間の大きな喜びにつながり、幸福への第一歩にもなるというものです。ここには、創
立者須賀栄子先生が掲げられた「全人教育（人間形成の教育）」の精神が、120年かわらず
に脈 と々生きづいています。
　また、現在に至るまで、本校にはいくつかの校章がありましたが、現在の校章は、カタカナ
の「ス」の文字を3個組み合わせて図案化した須賀家の合印で、その中央に「髙」の文字が挿
入されています。（合印とは、昔戦場で敵味方が入り乱れて戦うとき、その背に負って、敵
か味方かが見分けられるようにしたものです。）これは、須賀家の家系譜からデザインし
て第2代校長の須賀友正先生が校章と定められたもので、文字は金色、生地は純白色で
すっきりとしており、いかにも清潔な感じのする校章です。現校旗と同じ、昭和34年11月3
日に、創立60周年記念事業の一環として制定されました。
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仲良し5人組 焼き物の里（益子）で

バスケットボール

卓球

バレーボール

新入生～高校生活のはじまり～

サッカー バドミントン

SLとともに

かわいいワンちゃんと！！

楽しいショッピング

入学式
4月
入学式
4月

スポーツ
フェスティバル
6月

スポーツ
フェスティバル
6月

学園の
四季
学園の
四季

絵付体験

一日旅行
5月

一日旅行
5月



模擬店のにぎわい 調理科卒業作品展示（教育会館）

野外ステージ 生活教養科ファッションショー（須賀栄子記念講堂大ホール）

創立
121周年記念

学校祭
11月

科別対抗リレー 高2女子集団演技 部活動対抗リレー

表彰式入場行進

走り幅跳び

大運動会
10月

大運動会
10月



本格的な冬を前に、2年
生は修学旅行に出発。現地

では、12月とは思えない温暖な
気候の中、さまざまな体験を通し、

友情を深めてきました。

ひめゆりの塔に献花 体験学習  サトウキビの収穫体験学習  郷土料理

楽しい食事の時間！

体験学習  魚釣り

美ら海水族館

海でジャンプ！

体験学習  マリンクラフト 体験学習  やちむん

国際通りでの買い物

生は修学旅行に出発。現地
では、12月とは思えない温暖な

気候の中、さまざまな体験を通し、
友情を深めてきました。

首里城

修学旅行
in沖縄
R3.12



『主役は俺だ』　3年14組　今野 光太郎

写真部作品

『炎(ほむら)のごとく』　2年4組　手塚 佑姫

『星を見る少女』　1年9組　新井 千歳

『郷愁』　1年13組　田浦 志憧

　『好敵手』　3年9組　新家 梓

『強いぞGori』　2年1組　飯塚 梨桜

『ねこのこの』　2年10組　尾花 千智

『そよ風の中で』　1年10組　佐塚 有輝



い
る
様
を
表
す
造
語
で
す
。
パ
リ
サ
ー
は
、

「
閉
ざ
さ
れ
た
世
界
で
似
た
よ
う
な
意
見
ば

か
り
に
触
れ
て
い
る
と
、
そ
の
考
え
が
極
端

に
固
ま
り
、
い
つ
の
間
に
か
、
自
分
は
絶
対

的
に
正
し
く
て
他
の
意
見
は
す
べ
て
間
違
っ

て
い
る
と
思
い
込
む
こ
と
が
起
き
て
し
ま

う
」
と
指
摘
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
こ
そ
が
、
エ
コ
ー
チ
ェ
ン
バ
ー
現
象

（
箱
の
中
に
い
る
と
内
部
の
エ
コ
ー
＝
こ
だ

ま
だ
け
し
か
耳
に
入
ら
な
く
な
る
）
で
す
。

　
生
徒
の
皆
さ
ん
に
は
、
便
利
な
ス
マ
ホ
を

上
手
に
活
用
し
て
、
自
分
で
正
し
い
最
新
の

情
報
を
見
つ
け
る
、
情
報
と
の
付
き
合
い
方

を
、
こ
の
機
会
に
し
っ
か
り
身
に
つ
け
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
リ
ア
ル
な
人
と
人
と
の
ぬ
く
も
り
の
あ
る
、
温
か
い
心
の
触

れ
合
い
を
大
切
に
す
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

●
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　私
立
武
蔵
中
学
・
高
等
学
校
卒
、
東
京
大
学
経
済
学
部
卒
。
日
本
興
業
銀
行

（
現
み
ず
ほ
銀
行
）
人
事
部
副
調
査
役
、
産
業
調
査
部
主
任
部
員
、
本
店
営
業
部
副

部
長
等
を
歴
任
し
、
二
〇
〇
〇
年
に
須
賀
学
園
に
戻
る
。

　現
在
、
須
賀
学
園
理
事
長
、
宇
都
宮
共
和
大
学・宇
都
宮
短
期
大
学
学
長
を
兼
任
。

栃
木
県
私
立
学
校
審
議
会
会
長
代
理
、
栃
木
県
文
化
振
興
審
議
会
会
長
、
栃
木
県

交
響
楽
団
会
長
、
宇
都
宮
ま
ち
づ
く
り
推
進
機
構
理
事
長
、
う
つ
の
み
や
産
業
振

興
協
議
会
会
長
、
栃
木
銀
行
社
外
監
査
役
な
ど
の
公
職
も
務
め
る
。

－1－

世
界
の
人
口
の
半
数
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
さ
れ
た
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
を
身
に
つ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
も
、
世
界
中
で
こ
ん
な
に

早
く
大
量
に
広
ま
っ
た
も
の
は
、
か
つ
て
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
ス
マ
ホ
は
、
様
々
な
情
報
収
集
か
ら
音
楽
・
映
像
の
視
聴
、
電
話
・
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ―

シ
ョ
ン
、
遠
隔
授
業
や
会
議
、

買
い
物
や
ゲ
ー
ム
に
無
く
て
は
な
ら
な
い
道
具
と
し
て
定
着
し
ま
し
た
。

今
後
は
、
ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル
端
末
と
し
て
、
ス
マ
ー
ト
ウ
ォ
ッ
チ
な
ど
の
情

報
・
映
像
用
機
器
、
血
圧
・
活
動
量
計
な
ど
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
機
能
を
有

す
る
ス
ポ
ー
ツ
・
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
用
機
器
、
医
療
・
工
場
・
警
備
・
防
衛

な
ど
の
分
野
で
人
間
の
作
業
を
支
援
す
る
機
器
に
進
化
す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

自
動
車
の
Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｅ

　
一
方
、
自
動
車
は
一
〇
〇
年
を
経
て
、
大
き
な
変
化
が
起
き
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。
そ
こ
に
は
、
『
Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｅ
』と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
が
あ
り
ま

す
。
Ｃ
はConnected

（
コ
ネ
ク
テ
ッ
ド
）
、
Ａ
はA

utonom
ous

（
自

動
運
転
）
、
Ｓ
はShared/service

（
シ
ェ
ア
／
サ
ー
ビ
ス
）
、
Ｅ
は

Electric

（
電
動
、
電
気
自
動
車
）
と
、
四
つ
の
変
化
を
示
す
言
葉
の
頭

文
字
で
す
。

　Connected

で
は
、
車
内
の
ス
マ
ホ
が
位
置
情
報
に
つ
な
が
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
渋
滞
情
報
が
表
示
さ
れ
、
様
々
な
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
サ
ー
ビ
ス

が
提
供
さ
れ
ま
す
。Shared/service

で
は
、
ス
マ
ホ
を
キ
ー
と
し
て
使

う
カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
が
出
来
ま
す
。
ま
た
、
ス
マ
ホ
が
リ
モ
コ
ン
と
し

て
活
用
さ
れ
、
Ｅ
の
電
気
自
動
車
で
Ａ
の
自
動
運
転
が
実
現
し
ま
す
。
ス

マ
ホ
の
技
術
革
新
に
よ
っ
て
、
自
動
車
の
機
能
が
変
わ
る
の
で
す
。

　
さ
ら
に
、
Ｃ
で
位
置
情
報
を
正
確
に
把
握
し
て
、
自
動
運
転
（
Ａ
）
と

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
（
Ｓ
）
、
電
気
自
動
車

（
Ｅ
）
を
掛
け
合
わ
せ
る
と
ロ
ボ
ッ
ト
タ

ク
シ
ー
が
実
現
し
ま
す
。
ド
ロ
ー
ン
や
電

池
が
進
化
す
れ
ば
、
空
飛
ぶ
タ
ク
シ
ー
も

い
ず
れ
実
用
化
さ
れ
る
で
し
ょ
う
。
そ
う

な
る
と
、
都
市
部
で
車
の
所
有
が
減
り
、

道
路
や
駐
車
場
も
少
な
く
て
す
む
よ
う
に

な
り
、
コ
ン
ビ
ニ
で
の
買
い
物
や
Ａ
Ｔ
Ｍ

利
用
も
、
こ
れ
か
ら
は
自
動
車
の
中
で
用

が
済
み
ま
す
。
私
た
ち
の
生
活
に
も
大
き

な
変
化
を
も
た
ら
す
の
で
す
。

会
的
変
化
が
生
じ
て
い
ま
す
。

　
令
和
は
、
後
か
ら
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
「
デ
ジ
タ
ル
、
グ
リ
ー
ン
、

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
」
の
言
葉
に
象
徴
さ
れ
る
構
造
変
革
が
起
き
た
時
代

と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

世
界
的
な
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
普
及

　
一
九
〇
〇
年
代
初
頭
に
、
ベ
ン
ツ
や
ダ
イ
ム
ラ
ー
に
よ
り
ガ
ソ
リ
ン
車

が
実
用
化
さ
れ
た
後
、
ヘ
ン
リ
ー
・
フ
ォ
ー
ド
に
よ
っ
て
量
産
化
さ
れ
、

欧
米
で
は
大
衆
に
急
速
に
自
動
車
が
普
及
し
ま
し
た
。
馬
車
か
ら
自
動
車

へ
、
そ
の
間
わ
ず
か
十
数
年
間
の
出
来
事
で
し
た
。

　
自
動
車
と
同
様
、
近
年
、
私
た
ち
の
生
活
に
お
い
て
最
も
大
き
な
変
化

は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
す
。
二
〇
〇
七
年
に
ア
ッ
プ
ル
が iPhone 

を
発

売
以
来
十
五
年
。
ス
マ
ホ
の
世
界
で
の
出
荷
台
数
は
年
間
十
五
億
台
に
迫

ろ
う
と
し
て
お
り
、
ス
マ
ホ
を
利
用
す
る
人
は
約
四
〇
億
人
、
つ
ま
り
、

元
号
の
変
わ
り
目
と
社
会
変
化

　
今
、
コ
ロ
ナ
禍
に
世
界
中
が
翻
弄
さ
れ
て
い
ま
す
。
大
正
四
年
（
一
九

一
五
年
）
に
は
第
一
次
世
界
大
戦
、
昭
和
四
年
（
一
九
二
九
年
）
に
は
世

界
大
恐
慌
、
平
成
四
年
（
一
九
九
二
年
）
に
は
バ
ブ
ル
経
済
の
崩
壊
、
令

和
四
年
（
二
〇
二
二
年
）
に
は
新
型
コ
ロ
ウ
イ
ル
ス
・
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の

大
流
行
と
、
元
号
の
変
わ
り
目
に
は
世
界
的
に
不
幸
な
出
来
事
が
勃
発
し

て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
日
本
で
は
、
大
正
は
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
、
昭
和
は
軍

国
主
義
、
平
成
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
、
そ
の
時
代
を
象
徴
す
る
大
き
な
社

校 

　 

長
　
　 

須
　
賀
　
英
　
之
　

不
安
心
理
が
「
認
知
バ
イ
ア
ス
」
に

　
こ
う
し
た
便
利
で
明
る
い
未
来
を
拓
く
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
す
が
、

「
認
知
バ
イ
ア
ス
を
招
く
怖
い
道
具
」
で
も
あ
る
こ
と
に
注
意
が
必
要
で

す
。
コ
ロ
ナ
終
息
の
先
行
き
は
不
透
明
で
、
人
は
不
安
に
か
ら
れ
て
い
ま

す
。
人
間
は
不
安
に
な
る
と
、
常
識
的
な
判
断
が
出
来
ず
に
、
極
端
な
意

見
や
デ
マ
に
惑
わ
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
、
こ
れ
を
心
理
学
で
は
認

知
バ
イ
ア
ス
と
言
い
ま
す
。

　
た
と
え
ば
、
黒
い
服
を
着
た
人
が
泥
棒
を
し
て
い
た
と
し
ま
す
。
そ
の

情
報
が
、
人
づ
て
に
伝
わ
る
と
最
終
的
に
「
黒
人
が
泥
棒
を
し
て
い
た
」

と
誤
解
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
仮
に
人
種
差
別
の
感
情
が
心
の
底

に
あ
る
と
「
認
知
バ
イ
ア
ス
」
に
よ
り
、
事
実
を
ね
じ
ま
げ
て
理
解
し
て

し
ま
う
の
で
す
。
コ
ロ
ナ
は
怖
い
と
い
う
不
安
や
対
策
が
う
ま
く
行
か
な

い
政
府
へ
の
怒
り
が
大
き
い
と
、
こ
の
認
知
バ
イ
ア
ス
が
起
き
や
す
く
な

り
ま
す
。
不
安
と
い
う
感
情
の
方
が
、
理
性
よ
り
も
優
位
に
な
る
の
で
す
。

フ
ィ
ル
タ
ー
バ
ブ
ル
に
よ
る
エ
コ
ー
チ
ェ
ン
バ
ー
現
象

　
こ
の
認
知
バ
イ
ア
ス
を
、
ス
マ
ホ
で
目
に
す
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
ネ
ッ
ト

ニ
ュ
ー
ス
が
助
長
し
ま
す
。
フ
ィ
ル
タ
ー
バ
ブ
ル
と
言
い
ま
す
が
、
日
々
、

あ
る
キ
ー
ワ
ー
ド
を
検
索
し
続
け
る
と
、
そ
れ
が
フ
ィ
ル
タ
ー
の
よ
う
に

働
き
、
自
分
の
好
み
に
合
っ
た
情
報
ば
か
り
が
表
示
さ
れ
る
よ
う
に
検
索

エ
ン
ジ
ン
は
設
計
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
多
様
な
情
報
や
自
分
自

身
と
相
容
れ
な
い
意
見
な
ど
に
触
れ
る
機
会
が
失
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、
「
コ
ロ
ナ
怖
い
」
と
い
う
検
索
を
し
て
い
る
と
、
単
に
人
と

接
す
る
だ
け
で
直
ち
に
感
染
す
る
と
か
、
ワ
ク
チ
ン
は
危
険
だ
と
い
う
情

報
ば
か
り
が
表
示
さ
れ
、
い
つ
の
間
に
か
、
そ
う
い
う
情
報
を
全
面
的
に

信
じ
込
ん
で
し
ま
う
、
と
い
う
こ
と
が
起
こ
り
ま
す
。

　
こ
の
フ
ィ
ル
タ
ー
バ
ブ
ル
は
、
米
国
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
活
動
家
で
あ

る
イ
ー
ラ
イ
・
パ
リ
サ
ー
が
二
〇
一
一
年
に
提
唱
し
た
概
念
で
、
個
人
が

好
み
の
情
報
の
「
泡
」
に
閉
じ
込
め
ら
れ
、
外
の
世
界
か
ら
遮
断
さ
れ
て

「
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
光
と
影
」



い
る
様
を
表
す
造
語
で
す
。
パ
リ
サ
ー
は
、

「
閉
ざ
さ
れ
た
世
界
で
似
た
よ
う
な
意
見
ば

か
り
に
触
れ
て
い
る
と
、
そ
の
考
え
が
極
端

に
固
ま
り
、
い
つ
の
間
に
か
、
自
分
は
絶
対

的
に
正
し
く
て
他
の
意
見
は
す
べ
て
間
違
っ

て
い
る
と
思
い
込
む
こ
と
が
起
き
て
し
ま

う
」
と
指
摘
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
こ
そ
が
、
エ
コ
ー
チ
ェ
ン
バ
ー
現
象

（
箱
の
中
に
い
る
と
内
部
の
エ
コ
ー
＝
こ
だ

ま
だ
け
し
か
耳
に
入
ら
な
く
な
る
）
で
す
。

　
生
徒
の
皆
さ
ん
に
は
、
便
利
な
ス
マ
ホ
を

上
手
に
活
用
し
て
、
自
分
で
正
し
い
最
新
の

情
報
を
見
つ
け
る
、
情
報
と
の
付
き
合
い
方

を
、
こ
の
機
会
に
し
っ
か
り
身
に
つ
け
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
リ
ア
ル
な
人
と
人
と
の
ぬ
く
も
り
の
あ
る
、
温
か
い
心
の
触

れ
合
い
を
大
切
に
す
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

●
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　私
立
武
蔵
中
学
・
高
等
学
校
卒
、
東
京
大
学
経
済
学
部
卒
。
日
本
興
業
銀
行

（
現
み
ず
ほ
銀
行
）
人
事
部
副
調
査
役
、
産
業
調
査
部
主
任
部
員
、
本
店
営
業
部
副

部
長
等
を
歴
任
し
、
二
〇
〇
〇
年
に
須
賀
学
園
に
戻
る
。

　現
在
、
須
賀
学
園
理
事
長
、
宇
都
宮
共
和
大
学・宇
都
宮
短
期
大
学
学
長
を
兼
任
。

栃
木
県
私
立
学
校
審
議
会
会
長
代
理
、
栃
木
県
文
化
振
興
審
議
会
会
長
、
栃
木
県

交
響
楽
団
会
長
、
宇
都
宮
ま
ち
づ
く
り
推
進
機
構
理
事
長
、
う
つ
の
み
や
産
業
振

興
協
議
会
会
長
、
栃
木
銀
行
社
外
監
査
役
な
ど
の
公
職
も
務
め
る
。
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世
界
の
人
口
の
半
数
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
さ
れ
た
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
を
身
に
つ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
も
、
世
界
中
で
こ
ん
な
に

早
く
大
量
に
広
ま
っ
た
も
の
は
、
か
つ
て
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
ス
マ
ホ
は
、
様
々
な
情
報
収
集
か
ら
音
楽
・
映
像
の
視
聴
、
電
話
・
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ―

シ
ョ
ン
、
遠
隔
授
業
や
会
議
、

買
い
物
や
ゲ
ー
ム
に
無
く
て
は
な
ら
な
い
道
具
と
し
て
定
着
し
ま
し
た
。

今
後
は
、
ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル
端
末
と
し
て
、
ス
マ
ー
ト
ウ
ォ
ッ
チ
な
ど
の
情

報
・
映
像
用
機
器
、
血
圧
・
活
動
量
計
な
ど
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
機
能
を
有

す
る
ス
ポ
ー
ツ
・
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
用
機
器
、
医
療
・
工
場
・
警
備
・
防
衛

な
ど
の
分
野
で
人
間
の
作
業
を
支
援
す
る
機
器
に
進
化
す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

自
動
車
の
Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｅ

　
一
方
、
自
動
車
は
一
〇
〇
年
を
経
て
、
大
き
な
変
化
が
起
き
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。
そ
こ
に
は
、
『
Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｅ
』と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
が
あ
り
ま

す
。
Ｃ
はConnected

（
コ
ネ
ク
テ
ッ
ド
）
、
Ａ
はA

utonom
ous

（
自

動
運
転
）
、
Ｓ
はShared/service

（
シ
ェ
ア
／
サ
ー
ビ
ス
）
、
Ｅ
は

Electric

（
電
動
、
電
気
自
動
車
）
と
、
四
つ
の
変
化
を
示
す
言
葉
の
頭

文
字
で
す
。

　Connected

で
は
、
車
内
の
ス
マ
ホ
が
位
置
情
報
に
つ
な
が
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
渋
滞
情
報
が
表
示
さ
れ
、
様
々
な
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
サ
ー
ビ
ス

が
提
供
さ
れ
ま
す
。Shared/service

で
は
、
ス
マ
ホ
を
キ
ー
と
し
て
使

う
カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
が
出
来
ま
す
。
ま
た
、
ス
マ
ホ
が
リ
モ
コ
ン
と
し

て
活
用
さ
れ
、
Ｅ
の
電
気
自
動
車
で
Ａ
の
自
動
運
転
が
実
現
し
ま
す
。
ス

マ
ホ
の
技
術
革
新
に
よ
っ
て
、
自
動
車
の
機
能
が
変
わ
る
の
で
す
。

　
さ
ら
に
、
Ｃ
で
位
置
情
報
を
正
確
に
把
握
し
て
、
自
動
運
転
（
Ａ
）
と

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
（
Ｓ
）
、
電
気
自
動
車

（
Ｅ
）
を
掛
け
合
わ
せ
る
と
ロ
ボ
ッ
ト
タ

ク
シ
ー
が
実
現
し
ま
す
。
ド
ロ
ー
ン
や
電

池
が
進
化
す
れ
ば
、
空
飛
ぶ
タ
ク
シ
ー
も

い
ず
れ
実
用
化
さ
れ
る
で
し
ょ
う
。
そ
う

な
る
と
、
都
市
部
で
車
の
所
有
が
減
り
、

道
路
や
駐
車
場
も
少
な
く
て
す
む
よ
う
に

な
り
、
コ
ン
ビ
ニ
で
の
買
い
物
や
Ａ
Ｔ
Ｍ

利
用
も
、
こ
れ
か
ら
は
自
動
車
の
中
で
用

が
済
み
ま
す
。
私
た
ち
の
生
活
に
も
大
き

な
変
化
を
も
た
ら
す
の
で
す
。

会
的
変
化
が
生
じ
て
い
ま
す
。

　
令
和
は
、
後
か
ら
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
「
デ
ジ
タ
ル
、
グ
リ
ー
ン
、

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
」
の
言
葉
に
象
徴
さ
れ
る
構
造
変
革
が
起
き
た
時
代

と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

世
界
的
な
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
普
及

　
一
九
〇
〇
年
代
初
頭
に
、
ベ
ン
ツ
や
ダ
イ
ム
ラ
ー
に
よ
り
ガ
ソ
リ
ン
車

が
実
用
化
さ
れ
た
後
、
ヘ
ン
リ
ー
・
フ
ォ
ー
ド
に
よ
っ
て
量
産
化
さ
れ
、

欧
米
で
は
大
衆
に
急
速
に
自
動
車
が
普
及
し
ま
し
た
。
馬
車
か
ら
自
動
車

へ
、
そ
の
間
わ
ず
か
十
数
年
間
の
出
来
事
で
し
た
。

　
自
動
車
と
同
様
、
近
年
、
私
た
ち
の
生
活
に
お
い
て
最
も
大
き
な
変
化

は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
す
。
二
〇
〇
七
年
に
ア
ッ
プ
ル
が iPhone 

を
発

売
以
来
十
五
年
。
ス
マ
ホ
の
世
界
で
の
出
荷
台
数
は
年
間
十
五
億
台
に
迫

ろ
う
と
し
て
お
り
、
ス
マ
ホ
を
利
用
す
る
人
は
約
四
〇
億
人
、
つ
ま
り
、

元
号
の
変
わ
り
目
と
社
会
変
化

　
今
、
コ
ロ
ナ
禍
に
世
界
中
が
翻
弄
さ
れ
て
い
ま
す
。
大
正
四
年
（
一
九

一
五
年
）
に
は
第
一
次
世
界
大
戦
、
昭
和
四
年
（
一
九
二
九
年
）
に
は
世

界
大
恐
慌
、
平
成
四
年
（
一
九
九
二
年
）
に
は
バ
ブ
ル
経
済
の
崩
壊
、
令

和
四
年
（
二
〇
二
二
年
）
に
は
新
型
コ
ロ
ウ
イ
ル
ス
・
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の

大
流
行
と
、
元
号
の
変
わ
り
目
に
は
世
界
的
に
不
幸
な
出
来
事
が
勃
発
し

て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
日
本
で
は
、
大
正
は
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
、
昭
和
は
軍

国
主
義
、
平
成
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
、
そ
の
時
代
を
象
徴
す
る
大
き
な
社
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不
安
心
理
が
「
認
知
バ
イ
ア
ス
」
に

　
こ
う
し
た
便
利
で
明
る
い
未
来
を
拓
く
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
す
が
、

「
認
知
バ
イ
ア
ス
を
招
く
怖
い
道
具
」
で
も
あ
る
こ
と
に
注
意
が
必
要
で

す
。
コ
ロ
ナ
終
息
の
先
行
き
は
不
透
明
で
、
人
は
不
安
に
か
ら
れ
て
い
ま

す
。
人
間
は
不
安
に
な
る
と
、
常
識
的
な
判
断
が
出
来
ず
に
、
極
端
な
意

見
や
デ
マ
に
惑
わ
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
、
こ
れ
を
心
理
学
で
は
認

知
バ
イ
ア
ス
と
言
い
ま
す
。

　
た
と
え
ば
、
黒
い
服
を
着
た
人
が
泥
棒
を
し
て
い
た
と
し
ま
す
。
そ
の

情
報
が
、
人
づ
て
に
伝
わ
る
と
最
終
的
に
「
黒
人
が
泥
棒
を
し
て
い
た
」

と
誤
解
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
仮
に
人
種
差
別
の
感
情
が
心
の
底

に
あ
る
と
「
認
知
バ
イ
ア
ス
」
に
よ
り
、
事
実
を
ね
じ
ま
げ
て
理
解
し
て

し
ま
う
の
で
す
。
コ
ロ
ナ
は
怖
い
と
い
う
不
安
や
対
策
が
う
ま
く
行
か
な

い
政
府
へ
の
怒
り
が
大
き
い
と
、
こ
の
認
知
バ
イ
ア
ス
が
起
き
や
す
く
な

り
ま
す
。
不
安
と
い
う
感
情
の
方
が
、
理
性
よ
り
も
優
位
に
な
る
の
で
す
。

フ
ィ
ル
タ
ー
バ
ブ
ル
に
よ
る
エ
コ
ー
チ
ェ
ン
バ
ー
現
象

　
こ
の
認
知
バ
イ
ア
ス
を
、
ス
マ
ホ
で
目
に
す
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
ネ
ッ
ト

ニ
ュ
ー
ス
が
助
長
し
ま
す
。
フ
ィ
ル
タ
ー
バ
ブ
ル
と
言
い
ま
す
が
、
日
々
、

あ
る
キ
ー
ワ
ー
ド
を
検
索
し
続
け
る
と
、
そ
れ
が
フ
ィ
ル
タ
ー
の
よ
う
に

働
き
、
自
分
の
好
み
に
合
っ
た
情
報
ば
か
り
が
表
示
さ
れ
る
よ
う
に
検
索

エ
ン
ジ
ン
は
設
計
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
多
様
な
情
報
や
自
分
自

身
と
相
容
れ
な
い
意
見
な
ど
に
触
れ
る
機
会
が
失
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、
「
コ
ロ
ナ
怖
い
」
と
い
う
検
索
を
し
て
い
る
と
、
単
に
人
と

接
す
る
だ
け
で
直
ち
に
感
染
す
る
と
か
、
ワ
ク
チ
ン
は
危
険
だ
と
い
う
情

報
ば
か
り
が
表
示
さ
れ
、
い
つ
の
間
に
か
、
そ
う
い
う
情
報
を
全
面
的
に

信
じ
込
ん
で
し
ま
う
、
と
い
う
こ
と
が
起
こ
り
ま
す
。

　
こ
の
フ
ィ
ル
タ
ー
バ
ブ
ル
は
、
米
国
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
活
動
家
で
あ

る
イ
ー
ラ
イ
・
パ
リ
サ
ー
が
二
〇
一
一
年
に
提
唱
し
た
概
念
で
、
個
人
が

好
み
の
情
報
の
「
泡
」
に
閉
じ
込
め
ら
れ
、
外
の
世
界
か
ら
遮
断
さ
れ
て
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い
る
様
を
表
す
造
語
で
す
。
パ
リ
サ
ー
は
、

「
閉
ざ
さ
れ
た
世
界
で
似
た
よ
う
な
意
見
ば

か
り
に
触
れ
て
い
る
と
、
そ
の
考
え
が
極
端

に
固
ま
り
、
い
つ
の
間
に
か
、
自
分
は
絶
対

的
に
正
し
く
て
他
の
意
見
は
す
べ
て
間
違
っ

て
い
る
と
思
い
込
む
こ
と
が
起
き
て
し
ま

う
」
と
指
摘
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
こ
そ
が
、
エ
コ
ー
チ
ェ
ン
バ
ー
現
象

（
箱
の
中
に
い
る
と
内
部
の
エ
コ
ー
＝
こ
だ

ま
だ
け
し
か
耳
に
入
ら
な
く
な
る
）
で
す
。

　
生
徒
の
皆
さ
ん
に
は
、
便
利
な
ス
マ
ホ
を

上
手
に
活
用
し
て
、
自
分
で
正
し
い
最
新
の

情
報
を
見
つ
け
る
、
情
報
と
の
付
き
合
い
方

を
、
こ
の
機
会
に
し
っ
か
り
身
に
つ
け
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
リ
ア
ル
な
人
と
人
と
の
ぬ
く
も
り
の
あ
る
、
温
か
い
心
の
触

れ
合
い
を
大
切
に
す
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

●
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　私
立
武
蔵
中
学
・
高
等
学
校
卒
、
東
京
大
学
経
済
学
部
卒
。
日
本
興
業
銀
行

（
現
み
ず
ほ
銀
行
）
人
事
部
副
調
査
役
、
産
業
調
査
部
主
任
部
員
、
本
店
営
業
部
副

部
長
等
を
歴
任
し
、
二
〇
〇
〇
年
に
須
賀
学
園
に
戻
る
。

　現
在
、
須
賀
学
園
理
事
長
、
宇
都
宮
共
和
大
学・宇
都
宮
短
期
大
学
学
長
を
兼
任
。

栃
木
県
私
立
学
校
審
議
会
会
長
代
理
、
栃
木
県
文
化
振
興
審
議
会
会
長
、
栃
木
県

交
響
楽
団
会
長
、
宇
都
宮
ま
ち
づ
く
り
推
進
機
構
理
事
長
、
う
つ
の
み
や
産
業
振

興
協
議
会
会
長
、
栃
木
銀
行
社
外
監
査
役
な
ど
の
公
職
も
務
め
る
。
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世
界
の
人
口
の
半
数
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
さ
れ
た
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
を
身
に
つ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
も
、
世
界
中
で
こ
ん
な
に

早
く
大
量
に
広
ま
っ
た
も
の
は
、
か
つ
て
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
ス
マ
ホ
は
、
様
々
な
情
報
収
集
か
ら
音
楽
・
映
像
の
視
聴
、
電
話
・
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ―

シ
ョ
ン
、
遠
隔
授
業
や
会
議
、

買
い
物
や
ゲ
ー
ム
に
無
く
て
は
な
ら
な
い
道
具
と
し
て
定
着
し
ま
し
た
。

今
後
は
、
ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル
端
末
と
し
て
、
ス
マ
ー
ト
ウ
ォ
ッ
チ
な
ど
の
情

報
・
映
像
用
機
器
、
血
圧
・
活
動
量
計
な
ど
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
機
能
を
有

す
る
ス
ポ
ー
ツ
・
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
用
機
器
、
医
療
・
工
場
・
警
備
・
防
衛

な
ど
の
分
野
で
人
間
の
作
業
を
支
援
す
る
機
器
に
進
化
す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

自
動
車
の
Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｅ

　
一
方
、
自
動
車
は
一
〇
〇
年
を
経
て
、
大
き
な
変
化
が
起
き
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。
そ
こ
に
は
、
『
Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｅ
』と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
が
あ
り
ま

す
。
Ｃ
はConnected

（
コ
ネ
ク
テ
ッ
ド
）
、
Ａ
はA

utonom
ous

（
自

動
運
転
）
、
Ｓ
はShared/service

（
シ
ェ
ア
／
サ
ー
ビ
ス
）
、
Ｅ
は

Electric

（
電
動
、
電
気
自
動
車
）
と
、
四
つ
の
変
化
を
示
す
言
葉
の
頭

文
字
で
す
。

　Connected

で
は
、
車
内
の
ス
マ
ホ
が
位
置
情
報
に
つ
な
が
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
渋
滞
情
報
が
表
示
さ
れ
、
様
々
な
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
サ
ー
ビ
ス

が
提
供
さ
れ
ま
す
。Shared/service

で
は
、
ス
マ
ホ
を
キ
ー
と
し
て
使

う
カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
が
出
来
ま
す
。
ま
た
、
ス
マ
ホ
が
リ
モ
コ
ン
と
し

て
活
用
さ
れ
、
Ｅ
の
電
気
自
動
車
で
Ａ
の
自
動
運
転
が
実
現
し
ま
す
。
ス

マ
ホ
の
技
術
革
新
に
よ
っ
て
、
自
動
車
の
機
能
が
変
わ
る
の
で
す
。

　
さ
ら
に
、
Ｃ
で
位
置
情
報
を
正
確
に
把
握
し
て
、
自
動
運
転
（
Ａ
）
と

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
（
Ｓ
）
、
電
気
自
動
車

（
Ｅ
）
を
掛
け
合
わ
せ
る
と
ロ
ボ
ッ
ト
タ

ク
シ
ー
が
実
現
し
ま
す
。
ド
ロ
ー
ン
や
電

池
が
進
化
す
れ
ば
、
空
飛
ぶ
タ
ク
シ
ー
も

い
ず
れ
実
用
化
さ
れ
る
で
し
ょ
う
。
そ
う

な
る
と
、
都
市
部
で
車
の
所
有
が
減
り
、

道
路
や
駐
車
場
も
少
な
く
て
す
む
よ
う
に

な
り
、
コ
ン
ビ
ニ
で
の
買
い
物
や
Ａ
Ｔ
Ｍ

利
用
も
、
こ
れ
か
ら
は
自
動
車
の
中
で
用

が
済
み
ま
す
。
私
た
ち
の
生
活
に
も
大
き

な
変
化
を
も
た
ら
す
の
で
す
。

会
的
変
化
が
生
じ
て
い
ま
す
。

　
令
和
は
、
後
か
ら
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
「
デ
ジ
タ
ル
、
グ
リ
ー
ン
、

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
」
の
言
葉
に
象
徴
さ
れ
る
構
造
変
革
が
起
き
た
時
代

と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

世
界
的
な
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
普
及

　
一
九
〇
〇
年
代
初
頭
に
、
ベ
ン
ツ
や
ダ
イ
ム
ラ
ー
に
よ
り
ガ
ソ
リ
ン
車

が
実
用
化
さ
れ
た
後
、
ヘ
ン
リ
ー
・
フ
ォ
ー
ド
に
よ
っ
て
量
産
化
さ
れ
、

欧
米
で
は
大
衆
に
急
速
に
自
動
車
が
普
及
し
ま
し
た
。
馬
車
か
ら
自
動
車

へ
、
そ
の
間
わ
ず
か
十
数
年
間
の
出
来
事
で
し
た
。

　
自
動
車
と
同
様
、
近
年
、
私
た
ち
の
生
活
に
お
い
て
最
も
大
き
な
変
化

は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
す
。
二
〇
〇
七
年
に
ア
ッ
プ
ル
が iPhone 

を
発

売
以
来
十
五
年
。
ス
マ
ホ
の
世
界
で
の
出
荷
台
数
は
年
間
十
五
億
台
に
迫

ろ
う
と
し
て
お
り
、
ス
マ
ホ
を
利
用
す
る
人
は
約
四
〇
億
人
、
つ
ま
り
、

元
号
の
変
わ
り
目
と
社
会
変
化

　
今
、
コ
ロ
ナ
禍
に
世
界
中
が
翻
弄
さ
れ
て
い
ま
す
。
大
正
四
年
（
一
九

一
五
年
）
に
は
第
一
次
世
界
大
戦
、
昭
和
四
年
（
一
九
二
九
年
）
に
は
世

界
大
恐
慌
、
平
成
四
年
（
一
九
九
二
年
）
に
は
バ
ブ
ル
経
済
の
崩
壊
、
令

和
四
年
（
二
〇
二
二
年
）
に
は
新
型
コ
ロ
ウ
イ
ル
ス
・
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の

大
流
行
と
、
元
号
の
変
わ
り
目
に
は
世
界
的
に
不
幸
な
出
来
事
が
勃
発
し

て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
日
本
で
は
、
大
正
は
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
、
昭
和
は
軍

国
主
義
、
平
成
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
、
そ
の
時
代
を
象
徴
す
る
大
き
な
社
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不
安
心
理
が
「
認
知
バ
イ
ア
ス
」
に

　
こ
う
し
た
便
利
で
明
る
い
未
来
を
拓
く
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
す
が
、

「
認
知
バ
イ
ア
ス
を
招
く
怖
い
道
具
」
で
も
あ
る
こ
と
に
注
意
が
必
要
で

す
。
コ
ロ
ナ
終
息
の
先
行
き
は
不
透
明
で
、
人
は
不
安
に
か
ら
れ
て
い
ま

す
。
人
間
は
不
安
に
な
る
と
、
常
識
的
な
判
断
が
出
来
ず
に
、
極
端
な
意

見
や
デ
マ
に
惑
わ
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
、
こ
れ
を
心
理
学
で
は
認

知
バ
イ
ア
ス
と
言
い
ま
す
。

　
た
と
え
ば
、
黒
い
服
を
着
た
人
が
泥
棒
を
し
て
い
た
と
し
ま
す
。
そ
の

情
報
が
、
人
づ
て
に
伝
わ
る
と
最
終
的
に
「
黒
人
が
泥
棒
を
し
て
い
た
」

と
誤
解
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
仮
に
人
種
差
別
の
感
情
が
心
の
底

に
あ
る
と
「
認
知
バ
イ
ア
ス
」
に
よ
り
、
事
実
を
ね
じ
ま
げ
て
理
解
し
て

し
ま
う
の
で
す
。
コ
ロ
ナ
は
怖
い
と
い
う
不
安
や
対
策
が
う
ま
く
行
か
な

い
政
府
へ
の
怒
り
が
大
き
い
と
、
こ
の
認
知
バ
イ
ア
ス
が
起
き
や
す
く
な

り
ま
す
。
不
安
と
い
う
感
情
の
方
が
、
理
性
よ
り
も
優
位
に
な
る
の
で
す
。

フ
ィ
ル
タ
ー
バ
ブ
ル
に
よ
る
エ
コ
ー
チ
ェ
ン
バ
ー
現
象

　
こ
の
認
知
バ
イ
ア
ス
を
、
ス
マ
ホ
で
目
に
す
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
ネ
ッ
ト

ニ
ュ
ー
ス
が
助
長
し
ま
す
。
フ
ィ
ル
タ
ー
バ
ブ
ル
と
言
い
ま
す
が
、
日
々
、

あ
る
キ
ー
ワ
ー
ド
を
検
索
し
続
け
る
と
、
そ
れ
が
フ
ィ
ル
タ
ー
の
よ
う
に

働
き
、
自
分
の
好
み
に
合
っ
た
情
報
ば
か
り
が
表
示
さ
れ
る
よ
う
に
検
索

エ
ン
ジ
ン
は
設
計
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
多
様
な
情
報
や
自
分
自

身
と
相
容
れ
な
い
意
見
な
ど
に
触
れ
る
機
会
が
失
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、
「
コ
ロ
ナ
怖
い
」
と
い
う
検
索
を
し
て
い
る
と
、
単
に
人
と

接
す
る
だ
け
で
直
ち
に
感
染
す
る
と
か
、
ワ
ク
チ
ン
は
危
険
だ
と
い
う
情

報
ば
か
り
が
表
示
さ
れ
、
い
つ
の
間
に
か
、
そ
う
い
う
情
報
を
全
面
的
に

信
じ
込
ん
で
し
ま
う
、
と
い
う
こ
と
が
起
こ
り
ま
す
。

　
こ
の
フ
ィ
ル
タ
ー
バ
ブ
ル
は
、
米
国
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
活
動
家
で
あ

る
イ
ー
ラ
イ
・
パ
リ
サ
ー
が
二
〇
一
一
年
に
提
唱
し
た
概
念
で
、
個
人
が

好
み
の
情
報
の
「
泡
」
に
閉
じ
込
め
ら
れ
、
外
の
世
界
か
ら
遮
断
さ
れ
て

イーライ・パリサー氏 早川書房2016.3
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　私が習っている空手は、伝統空手の剛柔流です。伝統空手は、寸止めでする空手を指します。
　空手の起源は沖縄です。１７００年代頃の琉球王国時代に「首里手」と、「那覇手」に中国拳法
が合わさり、「唐手」というものができ、流派が派生したと言われています。その後、１９００年
頃に日本本土へ普及し、「空手」になったそうです。その為、形名の語源は琉球語と中国語が
ルーツだと考えられているそうです。
　形は四方八方から攻撃されていることを想定しており、見えない敵に対しての攻撃、防御のキ
レ、正確さなどを見て採点しています。私が試合で使用する形の種類は５つあります。剛柔流の
「十八手（セーパイ）」「久留頓破（クルルンファ）」「壱百零八手（スーパーリンペイ）」と
他の流派である糸東流の「安南（アーナン）」「八歩連（パープーレン）」です。また、形名の
意ですが、先生に聞いたり、インターネットで調べても、わからなかったので、単に種類をわけ
ているだけで、意味はあまりないのだと思います。引き続き調べてみようと思います。
　私は空手を始めて１０年目になります。栃木県代表に何度かなったことがありますが、優勝で
の通過は初めてです。同じ空手部の植田君にも６年ぶりに勝つことができました。大変だったり
辞めようと思ったこともたくさんありましたが、地道に自分のペースで続けてきて良かったです。
今後も「文武両道」「継続は力なり」を忘れずに精進したいです。今回は部活にしていただいた
ことでの結果でもあります。ありがとうございました。
…………………………………………………………………………………………………………………
　追記　「八歩連」について自分の考えをまとめてみました。「八歩連」は糸東流、白鶴門、別
名鶴法（カクホウ）に属します。鶴法は中国武術由来のものです。形意は鶴が飛ぶ、威嚇する、
休む、食す（殺す）があるようです。次に漢字を中国語で調べました。「歩」は足取り、物事が
進行する段取り、歩幅を数えること。「連」は物事と物事が繋がること、だそうです。以上のこ
とから、八種の鶴法の技か、型式を繋げたものが「八歩連」ではないか、と考えました。そして、
読み方の「パープーレン」は琉球語の由来と考えます。

普通科中高一貫コース
１年２組　髙橋　楓

新設部活動 ～空手部～
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　現在、本校の卒業生が様々な分野で活躍し
ています。客室乗務員として活躍している卒
業生から届いた嬉しい便りを２通紹介します。

活躍する卒業生

－5－－5－

2

1

3

▲❶～❸平成29年度卒業　辻森 美帆さん

▲平成27年度卒業　杉田 紗和子さん
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～Boston HARVARD FORUM を開催～
　２０２１年９月１８日（土）・１９日（日）の２日間にわたり、本校にネイティヴ講師をお招きして、
グローバル教育の一環として“Boston HARVARD FORUM”を開催しました。
　普通科の希望者が参加し、世界的な課題のケース・スタディや日本文化・産業に関するワーク
ショップ、ハーバード大学生とのZoomを使用したオンラインセッションと、充実したプログラ
ムでした。
　ハーバード大学生との交流では、研究分野の学問内容や将来の目標、趣味など幅広い討議がで
きました。
　生徒たちは、英語学習や留学への意欲が高まり、またSDGsの推進など将来の目標を具体的に
考える良い機会になりました。
　本校では、今後もグローバル教育を推進して参ります。

グローバル教育の推進
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ト
ピ
ッ
ク
ス
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昨
年
度
も
多
く
の
先
輩
方
が
難
関
大
学
に
合
格
し

ま
し
た
。
先
輩
た
ち
は
高
い
志
の
下
、
常
に
自
己
の

現
状
を
分
析
し
、
学
習
・
生
活
の
両
面
に
お
い
て
試

行
錯
誤
を
重
ね
な
が
ら
、
自
分
に
最
適
な
受
験
環
境

を
作
っ
て
い
た
と
の
こ
と
。

　
卒
業
生
の
力
強
い
歩
み
を
励
み
に
、
現
役
高
校
生

諸
君
も
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。
（
一
四
〇
ペ
ー
ジ
に
主

な
大
学
合
格
者
一
覧
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
）

難
関
大
学
合
格
！

　
一
年
普
通
科
中

高
一
貰
・
特
別
選

抜
コ
ー
ス
を
対
象

に
、
「
夏
季
理
科

実
験
講
座
」
を
開

催
し
ま
し
た
。

『
A
I
を
育
て
て

み
よ
う
ー
』
を

テ
ー
マ
と
し
、
人

間
の
表
情
や
動
物

の
種
類
を
見
分
け

る
た
め
に
、
A
I

に
ど
の
よ
う
に
学

習
さ
せ
て
い
く
か

計
画
を
練
り
、
検

証
実
験
を
行
い
ま
し
た
。 

　
生
徒
は
、
人
間
と
A
I
の
違
い
に
つ
い
て
考
え
、 

ど
う
す
れ
ば
目
的
の
A
I
に
育
て
る
か
、
試
行
錯
誤

し
な
が
ら
実
験
を
楽
し
み
ま
し
た
。

理
科
実
験
講
座

　
一
日
体
験
学
習

は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
予

防
を
徹
底
し
て
実

施
し
ま
し
た
。 

校
舎
内
に
入
る
前

の
検
温
·
手
指
の

消
毒
、
教
室
の
換

気
、
各
教
室
に
少

人
数
で
行
う
た
め
、

三
日
間
午
前
・
午

後
の
六
部
制
を
と

り
、
安
心
し
て
参

加
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
対
策
を
行

一
日
体
験
学
習

い
ま
し
た
。

　
中
学
生
と
保
護
者
は
、

自
分
の
受
講
し
た
い
学

科
の
教
室
に
足
を
運
び

ま
し
た
。

 

教
室
の
ス
ク
リ
ー
ン

に
お
い
て
、
須
賀
英
之

校
長
先
生
か
ら
、
「
本

校
の
一
日
体
験
学
習
に

は
六
五
〇
〇
名
を
超
え

る
参
加
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
今
年
創
立
百

二
十
一
周
年
を
迎
え
る

本
校
の
『
全
人
教
育
』

の
建
学
の
精
神
、
時
代

の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
教

育
内
容
や
最
新
の
施
設

設
備
な
ど
が
高
く
評
価

さ
れ
て
の
こ
と
だ
と
う

れ
し
く
思
い
ま
す
。
高
校
は
中
学
と
は
異
な
り
、
自

ら
選
ん
で
入
学
す
る
学
校
で
す
。
夢
と
希
望
が
実
現

で
き
る
高
校
を
、
皆
さ
ん
自
身
で
選
択
し
て
く
だ
さ

い
。
」
と
ご
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。
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S
D
G
ｓ
リ
サ
イ
ク
ル
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
回
収
の
取
組
み

　
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
コ
ミ
ッ
テ
ィ
ー
で
は
、
栃
木
県

環
境
森
林
部
の
ご
協
力
の
も
と
S
D
G
ｓ
を
推
進
し

て
い
ま
す
。

　
栃
木
県
の
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
資
源
循
環
推
進
条
例

（
令
和
二
年
三
月
施
行
）」に
沿
っ
て
、
サ
ン
ト
リ
ー

（
ジ
ャ
パ
ン
ビ
バ
レ
ッ
ジ
㈱
・
サ
ン
ト
リ
ー
モ
ル
テ

イ
ン
グ
㈱
）
と
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
回
収
し
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
、

協
栄
産
業
㈱
（
小
山
市
）
が
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
再
生

リ
サ
イ
ク
ル
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

　
　
　
　
　
　
　
　回
収
の
取
り
組
み
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栃
木
県

　
　「
第
三
十
四
回
き
の
こ
料
理
コ
ン
ク
ー
ル
」

　
　
　
優
秀
賞
受
賞

　
十
月
二
十
六
日
（
火
）
に
栃
木
県
環
境
森
林
部
・

特
用
林
産
協
会
主
催
の
「
第
三
十
四
回
き
の
こ
料
理

コ
ン
ク
ー
ル
」
に
お
い
て
、
中
学
三
年
の
鷲
足

祐

香
さ
ん
が
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
で
、
高
校
調
理
科
一
年
の

三
浦

美
姫
さ
ん
が
一
般
の
部
で
「
優
秀
賞
（
環
境

森
林
部
長
賞
）
」
を
受
賞
。
三
浦
さ
ん
は
、
来
年
三

月
の
全
国
大
会
に
県
代
表
と
し
て
出
場
し
ま
す
。
そ

の
ほ
か
本
校
生
徒
六
名
が
入
賞
し
ま
し
た
。

き
の
こ
料
理
コ
ン
ク
ー
ル

在
校
生
の
活
躍

　
二
年
生
を
対
象

に
、
金
融
教
育
講

座
（
全
四
回
）
を

開
催
し
ま
し
た
。

　
足
利
銀
行
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
営

業
室
か
ら
、
本
校

卒
業
生
の
印
南
壮

人
先
生
を
は
じ
め

毎
回
、
専
門
の
三

名
の
講
師
を
お
迎

え
し
て
、
「
金
融

商
品
の
基
礎
知

識
」
、
金
融
リ
テ

ラ
シ
ー
の
ク
イ
ズ

や
金
利
の
計
算
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
金
融

商
品
の
リ
ス
ク
や
リ
タ
ー
ン
、
資
金
形
成
に
必
要
な

知
識
な
ど
を
体
系
的
に
学
び
ま
す
。

　
こ
の
様
子
は
、
と
ち
ぎ
テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
で
も

放
映
さ
れ
ま
し
た
。

金
融
教
育
講
座

　
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
き
の
こ
の
需
要
の
拡
大
を

図
る
目
的
で
、
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
一
九
〇
名
、
一
般
の

部
六
〇
〇
名
の
中
か
ら
書
類
審
査
を
通
過
し
た
各
八

名
が
、
そ
れ
ぞ
れ
本
審
査
に
進
み
栄
冠
を
手
に
し
ま

し
た
。

【
ジ
ュ
ニ
ア
の
部

　優
秀
賞
　鷲
足
祐
香
さ
ん
】

秋
の
香
り
た
だ
よ
う

　森
の
サ
ラ
ダ
と

　
　華
麗
な
る
ニ
ョ
ッ
キ
の
こ

【
一
般
の
部

　優
秀
賞
　三
浦
美
姫
さ
ん
】

I
n
t
h
e
き
の
こ
キ
ッ
シ
ュ

　〜
栃
木
の

　
　
　コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
〜

全教室に掲示（78教室）

し
ま
す
。

　
ま
た
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
キ
ャ
ッ
プ
も
大
切
に

回
収
し
て
、
多
く
の

「
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
」

の
源
資
に
な
る
よ
う
心

が
け
て
い
ま
す
。
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S
D
G
ｓ
リ
サ
イ
ク
ル
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
回
収
の
取
組
み

　
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
コ
ミ
ッ
テ
ィ
ー
で
は
、
栃
木
県

環
境
森
林
部
の
ご
協
力
の
も
と
S
D
G
ｓ
を
推
進
し

て
い
ま
す
。

　
栃
木
県
の
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
資
源
循
環
推
進
条
例

（
令
和
二
年
三
月
施
行
）」に
沿
っ
て
、
サ
ン
ト
リ
ー

（
ジ
ャ
パ
ン
ビ
バ
レ
ッ
ジ
㈱
・
サ
ン
ト
リ
ー
モ
ル
テ

イ
ン
グ
㈱
）
と
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
回
収
し
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
、

協
栄
産
業
㈱
（
小
山
市
）
が
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
再
生

　
創
立
者
・
須
賀
栄
子
先
生
の
ご
命
日
に
ち
な
ん
で
、

毎
年
取
り
組
ん
で
い
る
宇
都
宮
市
福
祉
施
設
へ
の
エ

プ
ロ
ン
寄
贈
の
お
礼
状
を
市
内
保
育
園
か
ら
沢
山
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
生
活
教
養
科
で
は
温
か
い
心
づ
か
い
の
一
貫
と
し

て
、
心
を
こ
め
て
作
っ
た
子
ど
も
用
エ
プ
ロ
ン
を
、

宇
都
宮
市
子
ど
も
部
へ
お
届
け
す
る
取
り
組
み
を
三

十
年
以
上
継
続
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
は
六
十

九
枚
を
届
け
、
こ
れ
ま
で
に
寄
贈
し
た
エ
プ
ロ
ン
は

計
四
千
枚
を
超
え
ま
し
た
。

生
活
教
養
科
一
年
生

　手
作
り
エ
プ
ロ
ン
を

　
　宇
都
宮
市
役
所
子
ど
も
部
へ
寄
贈

ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー

ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー

　
二
〇
二
一
年
三

月
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明

が
備
え
ら
れ
、
人

工
芝
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
の
、
安
全
で
効

率
的
な
練
習
環
境

が
整
い
ま
し
た
。

ま
た
J
リ
ー
グ
栃

木
S
C
で
活
躍
し

た
坂
田
良
太
先
生

が
顧
問
に
加
わ
り
、

日
々
の
学
校
生
活
、

練
習
を
全
力
で
取

り
組
む
姿
勢
を
示

し
て
く
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
成
果
も

あ
り
、
女
子
は
小

林
睦
美
監
督
の
も

と
、
創
部
十
五
年

目
で
初
め
て
の
栃

木
県
総
体
優
勝
を

成
し
遂
げ
ま
し
た
。

　
男
子
は
、
本
年

よ
り
五
チ
ー
ム
を

編
成
し
て
県
リ
ー

グ
戦
に
参
加
し
、

部
員
全
員
が
毎
週

末
の
公
式
戦
に
向

け
て
切
磋
琢
磨
し

て
い
ま
す
。

サ
ッ
カ
ー
部
の
活
躍

宇
都
宮
市
役
所
子
ど
も
部
長
と

市
内
保
育
園
か
ら
の
お
礼
状

寄
贈
し
た
エ
プ
ロ
ン

　
様
々
な
困
難
の

中
で
も
、
恵
ま
れ

た
環
境
で
サ
ッ

カ
ー
が
で
き
る
こ

と
に
感
謝
し
て
、

男
子
、
女
子
と
も

に
、
部
員
全
員
で

創
る
「
ト
ー
タ
ル

フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
」

を
体
現
し
、
全
国

大
会
出
場
を
果
た

し
ま
す
。

　
応
援
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

キャップ回収用ダストボックス ペットボトルの様子

１回の回収量

し
ま
す
。

　
ま
た
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
キ
ャ
ッ
プ
も
大
切
に

回
収
し
て
、
多
く
の

「
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
」

の
源
資
に
な
る
よ
う
心

が
け
て
い
ま
す
。

　
各
保
育
園
で
は
、
園
児
が
実
際
に
身
に
着
け
て
給

食
の
配
膳
を
し
た
り
、
お
ま
ま
ご
と
を
し
て
く
れ
て

い
ま
す
。
一
生
懸
命
作
っ
た
エ
プ
ロ
ン
が
役
に
立
ち
、

子
ど
も
た
ち
を
笑
顔
に
で
き
て
い
る
こ
と
は
と
て
も

嬉
し
く
、
私
た
ち
も
こ
れ
か
ら
も
頑
張
ろ
う
と
い
う

励
み
に
な
り
ま
し
た
。

　
平
成
の
始
ま
り
と
と
も
に
先
輩
が
ス
タ
ー
ト
さ
せ

た
こ
の
取
り
組
み
を
、
時
代
が
変
わ
っ
て
も
後
輩
た

ち
に
引
き
継
い
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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二
〇
二
一
年
三

月
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明

が
備
え
ら
れ
、
人

工
芝
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
の
、
安
全
で
効

率
的
な
練
習
環
境

が
整
い
ま
し
た
。

ま
た
J
リ
ー
グ
栃

木
S
C
で
活
躍
し

た
坂
田
良
太
先
生

が
顧
問
に
加
わ
り
、

日
々
の
学
校
生
活
、

練
習
を
全
力
で
取

り
組
む
姿
勢
を
示

し
て
く
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
成
果
も

あ
り
、
女
子
は
小

林
睦
美
監
督
の
も

と
、
創
部
十
五
年

目
で
初
め
て
の
栃

木
県
総
体
優
勝
を

成
し
遂
げ
ま
し
た
。

　
男
子
は
、
本
年

よ
り
五
チ
ー
ム
を

編
成
し
て
県
リ
ー

グ
戦
に
参
加
し
、

部
員
全
員
が
毎
週

末
の
公
式
戦
に
向

け
て
切
磋
琢
磨
し

て
い
ま
す
。

　
夏
の
甲
子
園
を

目
指
し
、
全
員
で

厳
し
い
練
習
に
本

気
で
取
り
組
み
ま

し
た
。
甲
子
園
に

は
出
場
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
創

部
以
来
初
の
県
ベ

ス
ト
4
の
成
績
を

収
め
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
高
校
野
球
を
通

じ
て
、
応
援
さ
れ

る
こ
と
の
喜
び
や

野
球
部
の
活
躍

　
本
校
生
徒
の
立
派
な
行
動
に
、
一
般
の
方
か
ら
お

礼
状
が
届
き
ま
し
た
。

一
般
の
方
か
ら
の
お
礼
状

　
様
々
な
困
難
の

中
で
も
、
恵
ま
れ

た
環
境
で
サ
ッ

カ
ー
が
で
き
る
こ

と
に
感
謝
し
て
、

男
子
、
女
子
と
も

に
、
部
員
全
員
で

創
る
「
ト
ー
タ
ル

フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
」

を
体
現
し
、
全
国

大
会
出
場
を
果
た

し
ま
す
。

　
応
援
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

責
任
、
勝
つ
こ
と
の

喜
び
は
勿
論
、
負
け

る
こ
と
の
悔
し
さ
も

学
び
ま
し
た
。
こ
の

高
校
野
球
で
の
経
験

を
人
生
の
糧
に
し
て

い
き
ま
す
。

　
先
輩
た
ち
の
思
い

を
引
き
継
い
だ
後
輩

た
ち
は
、
秋
季
県
大

会
に
お
い
て
惜
し
く

も
ベ
ス
ト
16
と
い
う

成
績
で
し
た
。
本
来

持
っ
て
い
る
実
力
を

発
揮
で
き
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
こ
の
悔
し
さ
を

忘
れ
ず
夏
の
大
会
で
は
是
非
甲
子
園
に
出
場
し
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。



　須賀学園は、昨年11月3日で創立121周年の記念日を迎えました。今後、ますます本学園
の教育実践が充実し、その取組が広く内外に示されることを願っています。
　思えば、本学園は、明治33年（1900年）に須賀栄子先生によって創立されました。栄子先
生は、女子に最も喫緊な技芸を教授され、その時代と境遇に順応すべき実践的婦人の養
成を本学教育の趣旨となし、共和裁縫教習所から明治34年共和裁縫女學校、大正13年
宇都宮須賀女學校、昭和7年宇都宮女子高等職業學校と校名を改め、学校を発展させて
ゆかれました。その後を第2代校長の須賀友正先生が受け継がれ、昭和21年須賀高等女
學校、同23年学制改革により宇都宮須賀高等学校と校名変更をし、さらに同42年宇都
宮短期大学（音楽科）を新設し、現在の宇都宮短期大学附属高等学校となりました。
　その友正先生の後を引き継がれたのが、第3代校長の須賀淳先生（須賀学園学園長）
です。先生は、昭和58年宇都宮短期大学附属中学校（中・高6か年一貫教育）を併設され、
宇都宮共和大学の開学、宇都宮短期大学の学科増設、須賀学園教育会館および第2グラン
ドの新設と、学園を大きく発展されました。
　そして、現在、平成27年4月に第4代校長に就任なさった須賀英之先生のもと、第3体育
館と硬式野球場、さらに、平成31年4月には宇都宮短期大学に食物栄養学科が新設され
ました。
　本校の生活目標である「一人は一校を代表する」という言葉（本誌の巻頭を参照）の意
味は、本校生徒の一人一人が、それぞれに自らの価値を知り、その価値を自覚して生活するこ
とこそ人間の大きな喜びにつながり、幸福への第一歩にもなるというものです。ここには、創
立者須賀栄子先生が掲げられた「全人教育（人間形成の教育）」の精神が、120年かわらず
に脈 と々生きづいています。
　また、現在に至るまで、本校にはいくつかの校章がありましたが、現在の校章は、カタカナ
の「ス」の文字を3個組み合わせて図案化した須賀家の合印で、その中央に「髙」の文字が挿
入されています。（合印とは、昔戦場で敵味方が入り乱れて戦うとき、その背に負って、敵
か味方かが見分けられるようにしたものです。）これは、須賀家の家系譜からデザインし
て第2代校長の須賀友正先生が校章と定められたもので、文字は金色、生地は純白色で
すっきりとしており、いかにも清潔な感じのする校章です。現校旗と同じ、昭和34年11月3
日に、創立60周年記念事業の一環として制定されました。

　
こ
の
た
び
、
私
の
作
品
が
「
ひ
め
ま
つ
」
の
表
紙

を
飾
る
こ
と
に
な
り
大
変
嬉
し
く
光
栄
に
思
い
ま
す
。

　
昨
年
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
で
き
な
か
っ
た
三
年
に

一
度
の
運
動
会
が
あ
り
、
少
し
ず
つ
元
の
生
活
が

戻
っ
て
き
ま
し
た
。
二
〇
二
二
年
開
催
さ
れ
る
と
ち

ぎ
国
体
で
使
用
す
る
会
場
で
、
各
科
・
コ
ー
ス
が
一

つ
と
な
っ
て
技
を
競
い
合
う
様
子
か
ら
、
私
た
ち
高

校
生
の
躍
動
感
を
あ
ら
わ
そ
う
と
考
え
ま
し
た
。

　
夕
暮
れ
時
に
一
日
を
振
り
返
り
、
明
日
す
る
こ
と

を
整
理
し
て
お
く
こ
と
の
大
切
さ
や
、
突
き
抜
け
る

青
空
か
ら
希
望
の
見
え
る
明
日
に
ベ
ス
ト
を
尽
く
そ

う
と
い
う
心
持
ち
を
こ
の
作
品
で
は
描
い
て
い
ま
す
。

そ
し
て
ク
ジ
ラ
に
は
「
精
神
力
の
強
さ
」
や
「
軌
道

に
乗
っ
て
い
る
」
と
い
う
意
味
合
い
が
あ
り
ま
す
。

本
校
で
学
ん
だ
こ
と
を
活
か
し
、
自
分
に
自
信
を

持
っ
て
常
に
前
向
き
に
生
活
を
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
未

来
の
輝
き
を
想
像
し
て
表
現
し
ま
し
た
。

生
活
教
養
科
　
　
　
　
　
　

三
年
十
六
組
　
弘
瀬
　
杏

表
紙
の
こ
と
ば

校 史 と 校 章◆　◆ ◆　◆
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